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養蚕関係者への，生物学的干渉　　（その4）

こやま・ながお
「暮・の手帖」の教えるもの @　　㌶㌶し熟㌶㌘㌶㌶漂
　花森安治という女だが男だかわからない男がやってい　　る絵柄で（下図），他の1枚は産卵後のカイコガが3匹窓

る季刊誌に「暮tの手帖」というのがあります。広告を　　へとびだし・それを子供が指さしているものです（2頁

とらずいいたいことをズケズケといってのける近来まれ　　　図）．「カイコガが飛ぶ」一いまの養蚕関係者はよくこれ

な良心的な出版物です。とくに・人間工学的手法で生活　　を想像しえたでしょうか。現在のカイコは，すでに述べ

に密接する用具’機械をテスト・綿密周到な評価をくだ　　てきたように絹糸物質の増量淘汰への代償として，まっ

すあたりは胸がすっとする思いです・「この会社のアイ　　たく「飛べない」昆虫と化しています。♂は交尾行動の

“　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　一　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×　　　　　
〔

ルに埋没していないからこそ，いいたいほうだいのこと　　とくに私がそう信じるゆえんは，図の左方の女性が♂の

が賊るのと同じようなものかもしオ・ません・　　蛾が飛ばないように糸でしば。て持。て・）る点です。多

さて・それはともかく・この本の順95号（6月号）　少絵をたし姪私にはこれカ・想像でかけるものでないこ

の36・－51頁をみると，紬（つむぎ）にかんする特集があ　　とだけは確言できます。

り・その36～43頁にかけ嬉多Jll歌麿の筆になる「繊　 すると，江戸隙工8・・年代｝・はカイ，ガ瞬行勧力、

蚕手類」（によしよく・か・・こ・てわざぐさ）・2枚の　あ・た・とになります．・のよう辻態醐察は過の

資雌溺載されています・これ・・カイ・の掃立から手　撒をみ・もつまびらかでないのは齢ですが，綱で

剛までの作業順序を手ぎわよく図解したものです・浮　は麺前後は叉昔と・・う臓を飼。ていたのではな、、ヵ、

世絵としては風変りの題材であるうえに・なにしろ思い　と思われます．明治には4・石丸・又昔．青熟などという

もよらA歌麿がかいたものだということで，珍品中の珍　　　品種が普及したようですが，私の知る範囲では小石丸は
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飛行力はありません。いずれにせよ，蚕業がさかんにな　　　したもので，Aの限界がきまれば，したがってBの限界

り淘汰が加えられてから数十年の間に・カイコガはしだ　　が決定されます。さいきんのカイコは繭層が厚くなりす

し’に飛行能力を失っていったものと推定されます。　　　　　ぎて・自分で脱出することができず，人間が繭の先端を

　このように進化的時間としてはおどろくべき短時間に　　切りおとして穴をあけ，蛾の脱出をはかっています。こ

飛行関係筋肉を退化させたのは人間のなせる特異的淘汰　　　のようなことは自然の生物にはありえないことです。い

の結果に相違ありません・それにし1・灘撫一　1ご，　，かにカイ・が融らしからぬ融と

レ

。　　　　　　　　　　‖］

オこ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　　。

示します・A線はカイ・の形態成長　　竃　w　　曇　　　暮しの手帖でみたカイ。雌化の
の上限界を示します。つまりカイコは遺伝学上特別なご　　速度から・全繭重と繭層の相対成長に思いをよせ，繭層

とのないかぎりあ右定の大きさ以上のもの｝まできない　は生命保持必須のものでなく，したが。て生物本来の摂

ことを意味します。カイコの成長が無限であれば，相対　　　理にしたがえば一定の比率をこえることがなく，このこ

的に繭献きくなり鴇卵ぐらいの繭もできるはずです　とをおよぼせ醐在のカイ・の多くは，すで端嚇合

が・絹糸腺の相対成長常数αは1・0以上ですから・っい　　　では上限近くに達している一これが本鈍刀の要旨です。

には全髄唾を繭層汎める一つま嚇層歩合が5・％　異論も多嫡りまし・う．また，搬は斜眼視の感も

にもなる理です。こんな化物みたいなカイコは生れるは　　ありましょう。しかし，以上の観点およびその他の諸点

ずはありません・カイ・は生物だからです・自己の生存　か弊直坤せば，・・まや「繭歩合増加への淘汰」は

をギセイにし・紙禰を蹴するわけはありません．　労多くしてうるとこ砂なき蚕品鮪成研究ということ

つまりば繭重と朋重との間には棚寸上ヒに一定のリミ　になります・妄言翻］。　（筆者・小山長雄，蚕26）

ットがあるということです。B線は繭層重の上限界を示

㊧　冠と罐醐一一・
　　重　　　　　　　　　　　　腸融　　　B

　　童　　　　　1登蔽　i縁吏
　　　　　　　　　　ノ　　　　ノ　　　　　　　　c

，　　　　　　　　　　　　　→，3乞迎・字≒　♪　　　　ノ960

図3　繭重・繭層重の相対成長模式図

　　　注：Allometric　growthの指標

　　　膨＝b〆のαはAB／ACに相当する

　　　　　　　　　　もと宮城県蚕業試験場長

野口活也著いま宮城県蚕業研修館講師
　　　　　　　　　　　　　　（蚕13回卒）

養蚕の新技術
養蚕の指導者，養蚕農家，養蚕婦人向

　　　　農山漁村文化協会
　　　　　東京都港区赤坂青山北町4の74

￥250㊦40
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カリホルニヤ大学での印象

松　　尾　　卓　　見

　4月15日に日米科学協力研究で渡米し，カリホルニヤ　　土や資源の豊富さ・科学技術の進歩に基づくものである。

大学（バークレー）で研究に従事し，9月4日に帰国し　　しかし・科学の発展の理由はこれのみではない。第二の

た。その間，イギリスのマンチエスターにおけるF粥α一　　理由として・社会運営の合理性が大いに影響しているこ

γ㍑勿菌に関する国際研究会（WorkshOP）とロンドン　　とを感じとることが出来た。例えば・学部の運営は主と

での第1回国際植物病理学会議に出席し・駈足旅行なが　　　してchairmanのリードによるものであるが・その選出

らベルリン，フランクフルト，ハイデルベルク・チュー　　は選挙により・必ずしも教授が選ばれるとは限らない。

’

勢さであったので，その理由をさぐるのには格好な場所　　質的にちがっているものである。technicianは正式の職

と思われた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　員であるばあいは少なく，多くは各研究者の研究費で雇

　その理由の第一には，何といつても富の力をあげねば　　用されるものである。教授には直属の助教授や助手とい

ならない。ヨーロッパや日本で1講座（教授1，助教授　　　うものはない。いわば一匹狼である。よい仕事をして研

1）しかない研究分野が，むこうでは1学部を構成し，　　究費を多く獲得すれば多くのtechnicianを雇うことが

10名ほどの教授と，それとほぼ同数の副教授（associa一　　出来るし，またよいideaがあって指導能力が優れていれ

te　professor）と助教授（assista且t　pmfes∫or）を擁　　ば大学院の学生や，助教授，副教授が集まって大きな組

することが普通である。しかも全く同様な学部が同じ大　　織で仕事を推進することが出来るわけである。

学内の他のキャンパスにもあるのであるから，比較にな　　　学生28，000人のうち10，000人は大学院学生である。従

らない程のちがいが出てくる。学生は奨学金をうけたり　　ってundergraduate（4年制学生）をもたず大学院学生

教官の研究費によるアルバイトによって生活が容易で，　　だけの学部も多い。外国人学生は2，000名くらいいるが，

車を買V・，結婚することも出来る。まして職員の収入は　　そのうち約1，500名が大学院の学生である。学生の単位

桁ちがいに多いから，海外から優秀な研究者を集めるこ　　の取得については，かなりきびしい。再試験は全然認め

とも容易である。この富はもちろんアメリカのひろい国　　　られていないし，点の悪いものは猶予なしにより低度の
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他の大学に転校しなければならない。スタンホード大学　　　にはいかないらしい。9unは糾1士のスポーツであるから

の例で，18才の数学の・教授が出現したといわれているが　　　というのが・》提向きの理由らしいが，白人は黒人の暴覗、二

実力主義を徹底させればこういうこともおこるのであろ　　そなえるために，また黒人も白人に対する護身として必

う。現在バークレーに90名の日本人学生がいる。日木か　　　要と考えていと｝らしい。ここに『，民族間題の附難さン1，顔

らの学生で所期のE日杓を達しうるものはヅく体20％くらい　　　を出している。

であろうとの見方がある。語学の障害が一番大きいよう　　　　カリホπニヤ火学は，ちょうど今年で創立mO川イドで

である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記念事業が行9）れていた。その最大なものはLawrence

女性の進出は予想以上ごあった。44r糊大学｛ご進学す　H・II¢畷設である。　E．O．1・』レンス（1901～1958）Ul：

ることはごく普通であり，全学生の約3分の1は女性で　　　カリフ｝スルニヤ大学が生んだ偉大な原子核物王il！学癬て，世

あった。日本で4年制大1》をに進学するのと同じくらいの　　　界ではじめてサイクロトμンを弛設した人である。彼ば

女性が大学院修士コースや博士コースに進んでいる。と　　　ノーベル賞学者であるが，彼につづいた5人の学1皆がノ

くに小中学校の教員に女1生が多V・こと問融｝1のこと“ごあ　一ベル賞を獲得してV・～1、。Lawren・e　lla11は・1・ヤンパ

る。私のいた学部には部1務関係者が15名ぼどいたが，ll：　　スの東方に“：うらなる小高い丘の上に刻てられたが，利学

務長をはじめとして企部が女性であった。結婚後もつと　　教育のネリ1究センターとしての目的と機能をもってし曙、。

めているわけである。2丘性の服装はミニスカートが多い　　　この1｛a11の中にーll｜：界の偉大沈£る歴史」．の科学li㌣26名●）

が・極端になってフ繍をきているカのようなものもみら　肖像が］月げられている。それ紡ると，紀元前ではヒポ

れた。中には素足でいるのもある。ボーイフレンドと歩　　　クラテス，アリス1・一トル，ユークリヅド，アノ1、キメデ

くときも索足で・平気で街の店に入ったりするのもみら　　スの4名で，すべてギリシャ人である。その後はギリシ

れた。ミニスカートは’世界的流行で，イギリスやフラン　　　ヤには1：日ていない。16，17世紀にイタリヤのガリレオが

スでもみられたが，素足で街を歩くのはほかではみられ　　　出ているが，‥づいてケプレル，ニュートン，ラボアジ

なかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エーなどドイツ，イギリス，フランスが多くなる。16世

　男の学生でほほひげとあごひげを生やしたものに多く　　　紀，20川紀にはこの3園が断然多い。アメリカはといえ

おめにかかった。これが極端になれ1濃ヒッピー族の顔立　　　ば，最後の26人日にローレンスが出ているのみである。

ちになるのであるが・ヒッピーでなくともひげを生やし　　このことは私にはむしろ意外であった。しかし考えてみ

たものは多い。ヒッピー族はサンフランシスコが発祥地　　　ると｝アメリカは実に若い陶なのである。

といわれるだけあって・バークレーにも多い。無為流浪　　　パリーやロンドンでは，歴史的遺跡や叉化的集積に圧

の青年群で，道教に近い思想をもっているという。生存　　　倒されるような気持を口未わった。しかしそれはヨ三として

競争のはげしいアメリカにこのような青年群があらわれ　　　琳制i君主時…fヒの遺物が多かった。パリーのメトロ（地下

たのは・一つの反動であろうか。　　　　　　　　　　　　鉄）は30年来仲びていないという。将来を展望すれば明

　カリホルニヤ大学は進歩陣営学生の本拠であるといわ　　かに歴史は西のフ元に動いている。アメリカ，ソ連，そし

れている。たしかにベトナム戦争反対の掲示やデモも多　　　て日本‡」将来に期待される国とみられている。

くみられたが・一定の秩序を守っての行動であり，日本　　　私のいた大学付属のInternational　Houseに【よ，世

の全学連の行動とはほど遠いものであった。日本の場合　　界各国の学生や学者が500余名住んでい泥。食事中や夜

は大学の管理にまではいろうというのであるが，ここで　　　などいろいろの国の人達と話をするのに興味があった。

は決してそのような動きはみられなかった。もともとア　　　ここで私は彼らの日本評価について知りたいと思った。

メリカには・いわゆる左翼政党は育っていないのである　　ある日本通のアイルランド人は，日木はアメリカとよく

が，それに照応した形で，ほどほどの動きにとどまって　　似ているという。ともに新興国であり，アメリカ支化は

いるのであろうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨーロッパのimitatiOnであるが，日本文化も支那のimL

　ロバート・ケネディの｜唱殺事件はショックであった。　　itationであり，ともに独自のものはない，　tecllnology

2・3日前にマッカーシーとの対談をテレビでみて，ま　　の発展は恩激であるが，philosophyはない，との説で

た前夜にカリホルニヤ州の予備選挙で勝’1）た笑顔をテレ　　　ある。私はteclmologyの発展はphilosophyが底にな

ビでみただけに，実にいやな感じであった。アメリカ人　　　ければ行われないとして反諭した。とにかく日ホの川民

もさすがに沈痛な様子であった。アメリカでは1年聞に　　生産力世界3位という現実が大いに評価されていること

gunのために死ぬものが6，000人もあるという（日木では　　　は事実である。「1本も新興lllとみられている点に大いに

わずかに30人余）。今度の事件で銃火器取締が当然のよう　　興味がもたれた。

に問題になったが，全米ライフル協会などの反対で簡単　　　　　（筆者：淫つお・たくけん，母校繊維農学科教授）
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パラグァイ寸信（その2）

　　　　　　　　　　　　　　鈴　木　彦　佐

（承前）一パ国は経済文化あらゆる面で遅れている国

であり，それだけに進展の可能性の大きい国と申せまし

ょう。西欧の一部の国が手をつけているだけで農業国と

しては気候風土の点からも有望のように思えます。私の

いるラプラタ県はパ国18県のうち，もっとも日木人の入

植者の多い県で，11万haの土地に687戸入っているだけ，

千古の原始林が見渡すかぎりつづいています。入植10年　　、・〉　、　　　　、　　　　　　ド・一

前後で年月も浅く・現在は油桐・大豆・マテ茶’棉花等　　　　サンパウロ・バストス，水谷氏一家と，左端谷内

が主力作物となって，一部に稲作・野菜等自活用にとり　　　　利男君・右端丸山栄君・左から2番目筆者

入れてある状況です。流通機構がないため，またコスト　　するというので広大な桑園を造成中でした。バストスと

の変動により農家収入は微細なもので，海外移住団とし　　サンパウロの中間にあるバウル市周辺も同様で，桑園と

ても真剣に収入の向上に努力されています。幸い養蚕導　　　コーヒー園がつづきます。ベアルチーナでは五味さんが

入が成功すれば，パ国に与える影響はきわめて大で，経　　乾繭所長で独立隊長として活躍中でした。自分の自動車

済振興に寄与するところが多大だと思います。っぎにブ　　でバストスまで350㎞・弾丸道路で100㎞の速度で走りま

ラジルからアルゼンチンを訪問したときのことにふれて　　すが，なにしろ50～60㎞の間直線道路という有様なので

みます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　またたく間に着いてしまいます。カンピナス（人口50万）

　サンパウロより70肚擢奥のバストスにある製糸工場と　　には州立蚕業試験場があり，飼育中のもの，上族中のも

川辺の養蚕地帯を5日間視察したのですが，工場には同　　のと・蚕種製造所とを半日視察してきました。蚕品種は

窓の谷内利男（学糸1）・丸山栄（学糸3）・五味克人　　　おくれておりますが・i桑園造成は仲々立派でした。こん

（学糸3）3君が大活躍されていました。私の突然の訪　　　この発展は期してまつべきものがあるとつくづく感じた

間と日本の近況とは何よりの贈り物のようで，さっそく　　　しだいです。

千曲会伯支会をやりました。ことしも3人の卒業生が8　　　サンパウロ市には10数万の邦人が生活しているので・

～9月には入社する由で，鶴首していました。天野社長　　いたるところでお眼にかかります。その進出ぶりは見事

さん軌め谷口工場長さんは上田卒の方ほ真面目で立派な　　で心強く感ぜられたことです。市内の台所をまかなう野

人物だとべタほめでしたので，私もなんだか鼻が高いよ　　　菜類の約80％は周辺の日本人の作ったものだそうです。

うな気持になりました。谷内君はすでに取締役で，西欧　　黒人も北米とはちがって自由に活動し生活し楽園のよう

市場の視察旅行もしたようです。ポルトガル語にも精通　　です。サントス港までの60㎞はだらだらの下り坂で・ち

していました。周辺の養蚕家もスケールが大きく，1戸　　ようど箱根に似たところがあり・すばらしいハイウェイ

当り2，000～5，000陥の収繭があり，最高は山梨県出の水　　が走っています。サントスの街は日本人の移民団がきて

谷太郎さんで，3年日で12，000与ということです。これ　　から50年・古い歴史の街であり・その記念塔も海岸にあ

はおそらく個人では世界一でしょう。来年は20，00吻に　　　り・港の広大さは横浜の比ではありません。大阪商船の

船が入港しており，日の丸がすごく印象的でした。海岸

は20㎞にわたって30～40階建の高層ビルが立並んでいま

す。これらはすべて海水浴客用のホテルというから驚か

ざるをえません。秋に入っても日申は30°C近いのでた

くさんの観光客が海水浴を楽しんでいました。サンパウ

ロより空路1時間でリオデジャネイロにつきます。世界

三大美港のひとつといわれているだけに，変化のある海

岸線に沿って林立する高層ビル群は紺碧の海とコントラ

ストをなし，まったく絵のようです。まだ何千人の人が

泳いでいました。夜景はさらに格別の美しさです。有名

なコルコバドの丘に登り，キリスト像の下から眺めると

ブラジル・サンパウロ市　　　　　　　　　いっそう名都の名に恥じない美観であると思いました。
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海外移圏撲団の南米総代表部で丸山f壌に報告をし　が払2っれたにもかかわらず・いまゾど一般に通用できる方

南米事情につき，種々話をきいて辞去，1日滞在ののち　　法が確立されていない白」；近，Grac晶丁．D．C．により

アルゼンチンのブエノスアイレス市まで飛行機で3時間　　　Ce11－1ineでの培i壁株確立の｝｛1《ll～例があるが・胚子培15

で入りました。ブラジルとはちがった西欧風の広大な町　　を含む組織，器宮培養で｝おなんらかの生物材料を加フt

で，人Fl　600万といわれ”整然と区画されている市街地　　ないと発育，分化が｝口きないという段階で・カイ：1で｝・1：

は百年以上の昔によくこんな立派な町を作ったものだと　　高見氏が初卿1イ；子を用いて生理的塩頚治1夜と蓑卵抽川液

感心しました。街ゆく人はすでにオーバー姿で，リオと　　を培地に蚕体完成直前までの発］『に成功している。

は別世界です。大学もみました。新設中で美しい，ゆと　　　笹者は蚕卵発生生理を｛洞ぺる二ir段として培旋騰1丑川

りのある建築です。革命のあとを物語る弾痕が銀行，大　　　い，培地に添加す石，生物材料によって胚r・の発育，分1じ

蔵省などにみられるのも印銀的でした。海かとみまこう　　がどう異なるかを比較検討した。

ラプラタ川に沿って空路2時間，パラグァイ国境の町ポ　　　その系ll】果家茶胚子は発生初1り1に分化決定する壬ザイク

サダスに入り，パラナ川を船で波り，アルトパラナ移住　　卯で，にの初期胚・r・を培獲すぞ）場合，培地に加：えlll～k物

地に弦iりました。駈け足でしたが南米の養蚕地帯をみた　　　材料によって発育を異にし，胚子の施］『な規制する！即1

印象は絹にたいする強い愛情と，黙々として開拓してゆ　　が卵鍵棚1にあると推『ll‖された。また・培蜘j｛汁’・日党i∫阻

くたくましい日本人のファイトであり，上田の亭業生の　　　止物質がない限り種特異性を示さZcいで発育するこ1二が

活躍ぶりでした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　認められた。

（禦者：すずき・ひこすけ，蚕26，技術援助でパラグァ　　　（「1者・・こばやし・まさ狛，信州大学綱｛lllこ」ち部挑舗㍑ゾ；≒

　イへ出張，8月帰国）　　　　　　　　　　　　　　　　科，学鞭8）

昭和41年度上田繊維科学振興会助成・成果報告　　　　　　昭和42年度上田繊維科学振興会助成・成果報告

　カイコの胚子培養に関する研究　　　　　　家蚕の中腸核多角体病に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　小林　勝　　　　　　　　 山口邦友
　近時，昆虫の組織培凝は生物学的な研究乎段としてだ　　　　　蚕の中腸核多角体病｝よ田中ら（1967）｛1：り悲Ll、さ

けでなく，応用面でウイルスの研究対象として脚光を浴　　れ病名が与えられた。署置も別の機会にイ・病ウィルス添

び，菜材の検定，ワクチンの製造などの手段ともなり得　　統を発兄したので，その特性を明らか1こするためぽノ1狼

る沌めに多くの分野で注目を集めている。しかし，1915　　を行なった。

年のGoldschmidtの報告以来，培地改蕾に幾多の努力　　　　本病の多角休1［劾文場所は主として中腸の円筒細ll包の核

幼児教育から

大学進学教育まで

佐久高等学校
伊那女子商等学校
長野大学予備校
長野・安茂里・昭和・幼稚園

上田・小諸野岸・しらかば・さゆり・幼稚園

長野・上田・松木・ホームスクール

財団法人信単会
長　野　市　岡　団　町
電（02622）（6）4196fヒ…喪1

到耶優番・号380

内で，数は1核に1～5f伺のことが多く，形は一一辺の長

さが2．5～22．5μの正6而｛木であった。なお多角体けP］

’筒細胞の核に形成さオルるとともに同一細胞の細胞諏こも

形成されることがあったが，この例は］・磁、期1こおいて渥

度が高い傾向であoた。オこ病ウイルスと細胞質イ’角仏夢1｝1

ウイルスを同時接碩した紬果，細胞単位で明らカ・な二F渉

現象が認められた。

　木病ウィルスを経口接極した後，温度を異にして則卜『

した結果から，高温が多角体形成に強い影響を及ぼすこ

とを知った。多角体は25°C区では正常な6面休を示し

たが，30°C区では球形その他の不］1喬形を呈した。35ご℃

区ではほとんど形成がみられずウイノし｛スのil！揃もで！・なか

った。

　正儂｜ii多角休の形成された病蚕に30°C，35◎Cし」川潟

処理を加え経時的に多角体の形状を刷寮したところ，弗

角体は生休内で著しし・変化を起こすことが明1ρヵ・にな…

た6すなわち30°C処理ではJl三常多角休は解離し，同…

核内に村11形多角体が形成された。35（’C処理では2～

311与川後には多角体o：）染色性が失なわれたがレ骨格部分
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在／cしていると推察される梢造がみられた。　　　　　　　　rl　124号と支115号の越年卵を25°Cで艀化直前まで保

　　　ム　これまでの実験でrl　1腸核多角休病は他σ）多角体病（細　　1護し，光線照射区と1晴区とにおいて，毎1卜定時間に光

胞質多角休病，膿病）に記載されていなかった！1守異な性　　　沢度を調べた。

質を有することがオ）か一ノたが，その病理については班に　　　光線照射1亘ては両種とも出庫当11から4～5日目にお

研究したい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いて極度に光沢の減少がみられるが，8～9Fl日頃には

（木研究は東大イ」’賀，宇大岩下両教授な£，ぴに問掘1試　　・Cや増加する⑪全休的｝こみて経過ll数が進むにつれて光

　び）」二〒可各イ、㌧：硯）］旨ξ草をう1ナ7こ）　　　　　　　　　　　　　　　記尺1］εカバ11奨刀ノ寸『るイ項lrrjカ：みらオしゾこ。

　　（筆者：やまぐ九・くにとも，川ヨ讃試，’判12）　　　暗区では両紐ともうヒ線照射区のものとほぼ同様に日数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が経過す；《，につれて光沢度が滅少するカ：，とくに日124
　昭縄鞭上田撒榊振殿助成’成果継　　悟城鵡帰少鋤す。。亘みられた．獅‖酬
　　　　蚕　卵　の　光　沢　　　　　ぽll継を⊥臓す祉光醸の測脚1：は後榊方が前者

　　　　　　　　　　　　　滝　沢　達　夫　　　より，大さい。聯化後の卵殻自休の光沢皮1：翼両種ともほ

　カfコの抑は品税により，また1買境条件に」：って茄色　　酬司じであった。寸1た，艀化後の卵殻肉1本の光沢度は坐

状態がことなることがし飼Lている。しかし，これを外　　夢はりも低い値をラiミした。これにより寅卵1ヌ寸の色調変化

祝的に計］1｛：化して測定した研究はカw・。そこで私は貫欲　　　を光沢度でii’醐することカ‖Ylr能である。

ラ［譲角光度計を用い」C，漿液膜色；1；に主として1口源する　　　（猫音：たきざオ戸たつお，信州大掌1裁維学部井通il醇座

蚕卯の色調を光沢のmンう・ら測定してみた、，　　　　　　　　学茶6）

「
養蚕工場の誕生〃

機械化養i蚕への出発〃

弊社が既に完成実用化した自動飼育機械

・壮蚕用自動飼育装置　　　　　　　　　　　　　　懸≡　嚇，　　　　　轍

半自動式……1人10箱担当，協業経営用　　　　　　傷M　　　、
全自動式……1人20箱担当，企業経営用　　　　　　．　　　　量，　・　　　　　　　稚

小型酬柏剤国5鯛馴…喘酬　　・　囎　　讃
躍蚕鵬醐醗置　　　　　　　　’ぶ　　　皇
貯魅→醐継機→ホツパー・ンベアー→　　　　　　　　　場
自動給薬機→蚕座まで，一連のコンバイン方式

・稚蚕用簡易給桑機
従来の箔飼い，箱飼いの給桑自動化　　　　　　　愛媛県広見町養蚕農協体年3月設置）

噌醐桑機（壮蚕条桑用）　　献綱当5磯欄鑓連，各懸繍鵬の
　　　桑謝瓢賦太綿除去　　ご指靴ご］イ灘賜わ。て靭ます。

・自動大型改良到桑機

　　　大型働用綱蹴　（§信光技瀦限会社
・その他各種の飼育機械・器具の受注を　　　　　長野県上田市常入1166（産莱通り1丁即

致します。　　　　　　　　　　　　　TEL上田②7135◎0031（夜間専用）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎの通りである。　（敬称略）　　　　　内で開かれたのはこれが初めてとのこ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　石倉先生，同ご夫人，ご子息謙一氏　とに驚いた。聞いて見ると本会にも不

　　　　　　　　　　　　　　　　　上野（武井）きく，前島（関山）i琴子義理をしているのと，母校への足がか

　石倉先生ご夫妻来田の記　　帥岡（小林）歌子，渡辺（小林）久子りがないので気にしていながら今日に

　　　　　　　　　　　　　　　　　河原（柳沢）ふみ子，竹内（宮下）き　なった由。本年の幹事をしていいる井
　　　　　　　　香山清和さ，北沢さわい，野田（伊藤）登，関沢軒さんと，金井節さんの嚥りで

　5月16日紡三同級会一同，といって戸（一柳）美佐雄，小林清丸，佐藤一　この会合が実現したのだ。参会した皆

も妻2人を加えてタヅタの6人で富士竹内孝三，香山清和，山田俊三．　　　さんはそれぞれ立派となり，それても

見台の石倉先生宅を訪問した時，ご夫　　会食の間に何十年か前のお互に美男　10年前20年前，30年前の乙女ざかりの

人から6月2日に石倉先生ご夫婦がご美女であった当時の思い出話に時を過面影がのこっており，名前を言われる

子息謙一氏と共に上田の甥星野一郎氏し別室で記念撮影をし再会を期して散と・その頃の姿が想い出されて来た。

の新宅へ見えられると聞いたので帰田会した。　　　　　　　　　　　　会の始まる前に学内を案内した。途中

すると直ぐ小林碕一氏に連絡し来田日　　5日夕方には石倉先生ご夫婦に小生で若い教授に出あったところ会員の一

時・滞在予定の確認，歓迎方法などを宅にお疲れでご迷惑と思ったがご来駕人がミ先生しばらくミと挨拶をした。

母校に居られる便を考え同氏に一任し　を願い夕食を共にした。こうして大体　この若い先生に教わる筈がないので聞

た。その連絡により6月2日2時17分順調に進めた先生ご夫婦に対するおもいてみたところ御子息が母校に入学し

急行志賀で到着される石倉先生ご夫婦てなしも幕切れが尻切りととんぼに終　この先生の研究室で卒論をやり現在大

ご子息謙一氏を小林氏，星野氏と共に　り誠に申訳ないと思っている。それは学院に在学とか，それぞれの方々の子

出迎え星野氏の新宅まで同行した。翌先生達の帰京される日時の確認が不十供さん達がみな立派に生長して，社会

3日小林氏がご夫婦を案内して市内及　分で8日の1時34分発急行志賀号と聞　で・また家庭で活躍している様子，白

び大学内を巡回し昼から千曲会館で会いたような気がして駅へ行ったら居ら　分の老いたことを痛感した。

食し先生が母校勤務当時から知っていれず・その後直ぐ星野一郎氏宅を訪れ　　会議は固苦しくなく談笑のうちには

る人々が多数参加し講堂前で記念撮影たら留守で一切不明，既に出発された　こぼれ・上田で寿司の草分けの武蔵野

をした。参加者は下記の諸氏である。　後という訳である。初めのうちだけお寿司と，最も新しい某店の洋菓子をい

（敬称略）　　　　　　　　　　　　取持ちし終りはほうったらかしにしたただきながら話題は母校に学んだ頃の

　山口定次郎，宮原大正治，湯原諄，　ような結果となった事をくれぐれも先憶い出話に時のたつのも忘れ勝ちだっ

大谷隼人，会田源作，白井要範，香山生にお詫びします。先生にはお年とは　た。女性ばかりの会合なのでアルコー

清和，竹内善吾，小林甫，遠藤恒久，羽　いえまだまだ大丈夫，これが最後でな　ルぬき，先生方いささか手持無沙汰。

島不二夫，小林爾一，石倉先生，同ご　く今後上田へ何度も来て下さるよう祈幹事の発案で自己紹介，男性のように

夫人，星野一郎，川合亨，小山よし子．り且つ待っています。　　　　　　　金もうけの話，遊んだ話などはなく，

　4日は市内袋町秀蘭（以前紡織科勤　　（筆者：かやま・きよかず，紡3）　若い頃の職場の話，戦争を体験した年

務の山田俊三氏経営で最近新築された　　　　　　　　　　　　　　　　　　輩の人は家庭の話，何不自由なく過し

ばかりの店）においてさつき会の面々　　千曲会・女性のつどい　　た人，戦争によって苦難の道を歩んだ

即ち石倉先生が母校に居られた当時先　　　　　　　　　　　　　　　　　が，今は子供さん達も立派に生長した
生の下で紡織科に勤務した人々が主と　　　　　荻原清治話など，哀楽さまざまなもので，笑い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　つ　じ
して集合し会食した。出席者氏名はつ　　　映山紅の花が，泉水にあざやかな楽しみ，またしんみりとした話などで

ふ　色をおとし，桧葉
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　て・ほんとうに女性の会らしい涼囲気　6対5と点をとれるところが草野球の

にみちていた。そしてしまいに私が最おもしろし・ところだろうか。2勝のう　　流れ星は東の空へ

近・雨後の筍ならまだよい瑚1障のよち1勝は「ビール争奪戦」からであり

うに生れて来る靴い灘・・揃泣貴頚，酬・1品をもたらしてくれた．そ　　．内川’　修

　伝文にごまかされないようにと，これれで「またピールを……」と意気が上　　英語に「流れ星は願いをかなえる」

　らの繊維に対する丁1三しい常識について　・・ているところ，秋はもう終りに近づ　という迷信のようなものがあります。

輸はして会を終った・実に螂5聴いているようだ。　　　　多くの星が1・紡酬いている1・｝叱た

　開の会であった。今後，皆さんが異口　　卒論生と言うものは，入れかわり立だ一つ，それもまれに流れてゆく璽1を

　同音にこんな索晴しい楽しい会とは思ちかわり’稲々な人間が入って来ては見るとき，不可思議な感情からそのよ

　わなかった，出席してほんとうによか川て行くものである。私のころと比べ　うな迷信を抱く人もいたのでしょう。

　った。来年もまた是非やってもらいたたら，当研ラ路ミの今ドの4年ζヒは興面　　日1櫻でおおわれた空，すべてのもの

　いと話しあいながら記念写翼をとり・　nであり・実験に熱心で勉強もよくや　の影を無限にも長くするような太陽の

　わかれがたい心をのこしながら三三五るようだ。しかし，彼等と共に行動し　ある空，とうもろこし畑の果てと空の

　五栢、途についた。当日‘の様子を充分表ていて，フト，「この人達にはついて果てが線を形作るときの空，そんな空

魏出来ないが，宥顕を見て会の楽しさ　行けないナー」と思うことがある。今　の一ドのある・一点から他の一・点へと忙し

　を想像して下さい。今回欠席のカ々に年の4年生は戦後にζ回L，戦後に育て　く動き回った日々，それらは，あのア

　は次回は是非幽席して下さい。　　　　られた人逮である。と晶う私も戦前に　メリカでの7，8月の2ケ月問でした。

　席上，提案がありこの会を女子千曲生れたとは言え，戦f麦の教育を受け，　　「人は共に生活するととにより共岡

　会と呼んで次の総会に提出してもらっ　彼等より2年だけ年良であるにすぎな生活の仕方を1掌ぶ」という標語を禍げ

て支会と同様に扱ってもらおうと言ういのだが。　　　　　　　　　　直援的な乎段，すなわち藺：接に語り合

　ことになり全且賛成したことを付け加　　先日・友達が手紙の｝11で，若い人達い，直接に∬薄を触れ合いながら異なっ

　えておく。　　　　　　　　　　　　をつか窪えていろいろ話をしてみたがた国籍を持つ人同志が相互に理解を深

　本日の斡事，i井沢さん，金井さんご全て話が合わず閉1コしたと言ってよこ　める，そのような理念の下にある「固

翻様でした・　　　　したが・私と艦窪の問に・それ銅じ際蝉｛轍」な繍称の1琳が拙1｛す
　　ミ泉石に山吹の花こぼれけりミ　　　ことがあると嘗うのではない。話をし　るプログラムに参加しえたことは大き

　（筆著：おぎわら・きよはる，糸12）　てみても，その内容は2雀1三前に私達が　な意寿粂があったと確信致します。

　　　　研究の空間にて　㌶蒜査灘蕊；㍑雲、鷺驚㌶鞭↑1舌漂

　　　　　　　　　清水　 治いるが　4年生当時の私達カミやった言それよりも「人間同志の心の触れ合い」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　動やしぐさと，そっくりそのままのも　を求め，またそれを長く保っていきう

　昼休みにテニスを楽しむ人が多かっ　のがあったりして苦笑する時が多くあ　るかということの方が，常に私たちの

たが，最近野球も盛んになって来たよ　る。しかし少なくとも，彼等の言動の心の中に宿っていました。

　うだ。私の講座でチームをつくった。　表苗iにあらわれて来るアノ陽気さは，　　ともあれ，長くも，あるいは短くも

教授と助教授の苗字から一字ずつもら良かれ悪しかれ当ll寺の私達にあったも　あった生活の場は，アメリカにおいて

　って「山長カッチャーズ」勇ましいチのではないと思う。そのことは，ある　得られたのでした。

一ム名である。全員を集めて，辛うじいは私の研究室の人達に限ったことか　　男性6名，女性5名からなるグルー

，てでき上ったチームであるが，舌先き　もしれないが。研究室の中に，野球チプは，「大学滞在」，「家庭滞在」，「大

で野球をするかぎり，その名に恥じな一ムをつくったり，昼休みギターをひ都市滞在」，「バス旅行」を，私たちが

い。投手兼4番打者に立候補するヤツ　いたりする雰囲気をもたらしたのは，　感じらる限ヴの「アメリカ人の親切さ

がズラリである。しかし，グランドで確かに今年の4年生である。私達には寛容さ」に包まれて消化し尽くしまし

試合をしてみたら，たよりにならない　なかった，あるいはあったとしても彼た。

者ばかりであった。カラ振りはする，　等程でなかった，その性質に，一種の　　時速百キロメートル以上で走るパス

ボール球を打つ，錐者を先頭に打てな　うらやみをもつと同時に，人は移り変　（それにしても，サンフランシスコ，

い打てない，アンな打てないチームをつて行くのだナーと思う。　　　　　羽田間の飛行機での14時間はあっけな

見たことがない，と言ってもいい程で　（筆著：しみず・おさむ，繊維農学科い幕切れでした）の中で，ある街角で

ある。それでも2戦して2勝，10対5　大学院生）　　　　　　　　　　　緑したたる芝生の上で，あるいは見も
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知らぬ家の一室で，「ヤア，こんにち　中とは言え，多くの一般の人々が誹談　をより付けうるかということです。問

は」，「ごきげんいかがですか」と言い　に出席していましたし，夜間の授業さ　いに対する答｝1｝／・いまだ出ていないか

ながら，手を固く握り合うとき，’ ｻこ　えありました。おりしも，判事の全国　も知れません。しかし・あの2ケ月lll】

には，ささやかではあっても美しい感大会が大学の構内で開かれており，150を将到ミにおいて・10年川に『）・2（1年間

情が流れていました。　　　　　　　　名ばかりの判ll：が，家族岡伴で各地か　にも感じうるためにぱ，アメリカにお

　よく折り鶴をしたものですが，老浩　ら来℃ある蜜族は大学の寄宿舎で生　いて心を触才．しあった人々とび：）問におい

男女を問わず，皆一生懸命｝こ折ろうと活しておりました。9縮物・1軌赤てパ；穿に心の交瀬耐って・戊・牝〕ぷ

していました。＝葉だけで折り方を説ん坊の泣き戸まで口llかれ，私たちのい必要でしょう。’フ“メリカ人の日常d：活

明するのは不可能でしょう。赤，』・｜［，　る開，だいぶにぎやかでした、，でも，　を，詑がりなりにも知r戊たいヨi…ごli：た

緑あるいは金の色紙を用いy乎をとっ　幸いなことには，その人遊との会話を　その生活の中【1三出］1’・日に見え／（：い川

て説明しながら1ある一っの芸術ll〕1を通じて，アメリカ各地の槌子を知るこ　10liに気づいたい花，いかなる大き／．iJ｝‖

作’閧?ｰる廻程隠：大事なものであり，　とができ，また多くの親しい友を得る　題も・」二り低次の←lll：界1｛’似・1フ☆1’Vれ》1，

ようやくにして作りえ醐・の人々のうこともでき士した。大学の構内，プ（学’てヨ．よう・求め＿烈・か梧小己川・

れしそうな顔は，単に］斤り粕の奨しいのある町「リノー1の通｛）も，漂ll〔にょ　とも近じ・将来におい℃・大ご油1！ii川ど

存在からのみではないでしょう。きっ　つて芝生は廿穗とし，夕方になると，　なるこ；！二を願わ’．1．1に日｝β㍉れポ］↑：ん゜

と，あれらの郁移くの隷6で繍よどこか呪・献cくギテのぽ合わせ　こんZ：に・ぱ，耐・脆川・刷・．；いた

くはばたいているでしょう。　　　　　て歌う声が，沈江んとする太陽をいた　ある夜朋け前‘［）蛮に，純iコ㌦」，’パい㌦

　「剥酬旅」は，オ・・イ才州のクリだく口こ湘して聴ました。それは，る長W畝ご伴σ灼［カ1い｛ゆか抗なら

一ヅランドの近くにあ∪「オルムステ　いつも9時頃でdうったでしょうか。　　「スッ」と消えていく：ソ（；㍑が・ノ㍗｛・泌

。ドブオ剛以」という村｝こある「股　太陽田皇いながら走るのもバ：弐で：b前に硯翻ヒズ細三す・ア川LなトC壌

卒典型的な中6｛［罰娃」で行い雷した。　り，また太陽か15逃げるように走るの　くの人ぷも，苛れ投見たに：｛1』1筑ぷり☆

年収15，000ドルの商業ミ術・，吐んもベスで｛．た。バス≒抑朔す引；川〕，せん。二1「ミに同川［iい≒江め℃・

そして一人の息子の　族構戊，白肋車　アメリカでの旅はまことに単純明快で　　（」（者，う九かわ・おさ：tc，　i鳥1ぽ1据

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　
2百，先生で囲まれた蒙，共阿ではあ　す。果てし・もない広野の中を，京西，　　学科4年）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シ
ってもプール剖↑つ家，後に小川力C流1．1］北に一i駄線1こ走り，バスの行く先さ㍗～ハ‘‘’’’’’”ハ’’’”細“’“・’へ”～ハ・”～““騙夢

れ，野いちごの灘木の茂る　・，そんな　えまちがいな1：｝・れば，2日で．）3日でハ　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

寮では，近所とのうる訓寸き合いも搬・鎚すこともできさけ．そ疏．ゴ学術命議・　　！

なく，すべての外界からの騒音か15の　スは，私たちに別れの悲しさ≒セ与丸て～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
がれうる，〉またはしゃだんしたとも言　く：九たのですD別れね｝ま｝ならない人と　く

え・よ・聯幽出せ・で・…剛離担・一臨・⑪・一…1
私を迎え入れるにしても，『まさに「余　より100メートルとなるに従い，i雑）

　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　有権者の　　｛

　　　　　　　　　　　　　　　）

一　　　　 皆パんゴ＼～
裕」という言葉から生じるすべてであ　な思いは，より踊してくるのでした。‘）　　　　　　’　　　　　　　　　）

蒜蒜㌶㌻㌫「當・藁㌶；激∫蕊：i憲｝第・即馴縞韻眺l

l鷲竃1嶽鶯よ｝ill三㌫☆1叉il∴i∵隅i自

愛称）・そして「ユヨと・・う瀦・カ㍉　ロ品男轍，踊・’隠済に・’いて》当・襯か固ぷ71　翻叉お1

スラスラ・をついて語ら禍とき・ほの喬乱合い鍋無だ・たわ1ナで暁盟・．　　　　　1ゴ
のぼのとし燃情は心畷までi軌て翻ん．それらが，どめ人にと。ても．～脚坑数・・制悶の：加：ぼ～

慧㌫㌫；麗㌫‡㌶羅㍊；欝漂当梱・洲・い・蹴・・i

し・それは吟もぽたこれ・う’らもずしかし・刷・1・乏も糾醐い波）・ll・働までにご撚もこさ糠）

っ、と存在し㍑けるものとも思います。　し続けました。すなわち，アメリカ人）　　　、　　．　　　　　『　　　・）

「培滞在」と・・…週／｝腱ネ・・と翻・・共肌た・苦伽翻卿玲獅↓珊画こし舗　i

ダ州立大学で行ないました．夏剰棚を道して一扮自身，い・：叱「知葱」）．．～～～～。v～～～～～へ」
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L職劇クリエーシ。ンまず6月1

　　　秘蔵の竜馬書簡＋通　秋も深くなり県内剛の糖だよりE剛鵬i己釦には蒋棚訓勺1。。

郷竃難驚簗1：難嶽i鎌難ll蒜繭灘籔
灘ii繕羅翼涜1鰍難㌶灘：蕾1鰍；｛輪il藤曇

　　菅平ダムいよいよ完成　　織紺ヒ学工学科47　61　1　’パ’一ティ｛・・2nが」二P］市丁｝眠会館で

41・肌灘≡37・6…一醐鰯碑・灘化d・工学轍晩・卿・し纈1鍵酬培の新柵、澱
さ4励コ”リー・嘘を・4M，4；た・　　　　　・鍋長の榔ヨ±、陶糊受耀蹴、8
にわた・て築き・部345フ5・科・の第10胴蝉縮綱・・；・部と醐；月・2附で発令諏た．．、、、鍵、繍寸

水酬めておき・却Tl∫吐蝿剛〇二瓢維大学魂瓢工大物3校で紙。

や珈澗ぷ蜘・－E肺など眺地酬1靖卿の3蝉傭桧も今年，靹鳳
の蹴脚厭・翻・・ど齢・なうで1・腓1を姿ぬ特臓胸もと，＿（・3拠加齢）層

≧漂鷲《馴璽㌶㌶㌶㌶烈：裁灘；馴：イヒ習
竺同郷芯観光の瀞刃酬生で緬目嚇鏑了なわ減．瓢硲山柏｛！詑1膵に瓢．（高分i子・）

猟こ ｱ蹴蹴はじめて1瓶日醗手・卵・卓・‖1・サ・把・・飯田一〃　（繊櫨）．
ξれた酬1｝111｜28年で当・艇鰍の食～ト…1賦螂・弓道づ・J道，．大・・翻、〃・C“）

竺を轡す繰戊刊ダ・とす鰐バ・＋ル・…ケ・・ボールぷ小林佑〃　C“）
竺）つ麟調せず・暗・ようや逝・陸」・蹴・硬・c麟の13醐であ鑓i尺瀧澗i醐f壬（繊化工），

く哺π万階かけ崩・1鋤椀成る・酬娼・は総嚇23点で・舵　（，13・醐3。醗令）

するところで端　　・パ肋耐て蜘職‘轍大　・が22点ぽ・谷武、退職．，（織㌫

…識蜘柑麟鍛薗1澆醐鶉運麟：㍗聯18／Eで3位の
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坂；・鷲≧（繊工化）；；≧禦鑑㌫㌫エ：三纏灘1院

迎］灘鵬顕に　云任（繊工）舎の酬にある．　　　　羽田文齪ん調・燃のホステス’
（43年・月1・発令）　　先ずIR・入る・・幽莫1・入囎・1・系｛㈱らゆ綱蹴てき｝：1類こ竺の

早川蜘教授・雑働子）・」本学鵬の馴鵡の酬蹴酬醐・・頼碑いぷ㌫1～ぱ
酬留学．雌　　　　綱購科と1・られた燗不fの科標でに話すのレ醐…アイ訓1勺徽・代

繊馴搬昭矛幽別・訓かある．　　　　　　桐継は美人剛蜘しるとか・
　　ら43年8斑日までアメリカ　蹴1を入る昂乎榔継，靹勝二1・皆は鋤if・］・て・r綱え繊酬蹴

蹴・・蹴授・・酬42・F・月26・・か義さんと敵春子W・鵬されてい∬継・左丁・は‘酬㈱酬1⌒

　　ら434・9月251・1まで齢聴1る．堀内さんt・蹴・ゆる｝鋤をこなし撒機襯嚇座か1う搬しk・・

松尾朝教授聯幽・月・5・ヨか繊1蹴科卵チームの一r・酬脚…ぎ…うである1唖OfL
　　ら43年9肪1までアメリカ　部屋｝・い・・も縣の花噛どられ，1｝‘踏授・小綱一蝋r受，酬剛跳

鰐茂隆教授昭和4341・9月11ヨか笑を忘砿い～・∬沢さん｝よ融から階乎・関・膓じ教蹴であ21・・

　　ら43年9肋日瓢・ペイン　ち。ん」の愛称で呼ば醐し翻て・・白麟授俄・臥・・酬）はII1ξ嫌

2難當繊る三関の左乎は繊維物酬ぽ川灘㌫：㌫麟㌶
去る10月12眼野妊蜘1培｝鵠1轍授魂臓雄1肋搬，・1淋潔鵬継る・本41測・ぽxン：｝1限獣に・た・

いて酬の酬蜘総・繍会が開そじC羽日姻さんより繊されてい「；舌しのよくわかるウルトラ細さん

催された。当醗表された研究の中にる。　　　　　　」との糊回耐物1覆噺心端
醸国よりり禰諦溺か剛藻原博石順授（枇大・凶・蝋醐三ポ綱り脚・臓あらゆるバー瀦愛
士による「シづブのフ・キソメーリオレフイ洲・ポリプ唖・ンの熱する・スキー・テニ耽ど素人ぱ抽’

ターの理論的融」をはじめ多くのイ迦ヨ購によ繊繊構につ・・て興嘱の域に達している・tヨ騨に剰）醐

益醗表が行われ，ひきつづき下記言い。ておられ，赫細｝カ「，x纐肌をする風雛時・岨する・獺は「

演会が催され齢裡酪了した・　偏鋼i微蹴ど酬阻酬フ」榔・陣織物の酬培・あらゆる伽醐究し
。繊維製品消費科学に期待するもの　　頭指揮に当っておられる。そのほかマ　ており・論文・藩・四ま数えきれな1・’。

　　旭化成繊綱1獅次長　　二引1初分繊に関しては醐教授と共しかも灘醐することならばどの

　　　　　工博池離醐氏　同で硫されており，蹴糸ができる加でも脳い・現在硝糠では聯

吟後の幽工学に池こと　　段離で研究嫌めている談際砿織4勿の防炎加工」「ジ・ガザの近｛C
　　有隣館美術館々長　　　　　　　くいつも微笑をたたえ花を愛する。部化」「布地のドレープとハソドリング

　　　　　　　　藤井守一氏　屋にはいくつかの繍力・飾られているの関連性に・・いて躍の研究を往・て

　　　　校内各駅停車慧麟蕊鷲び≧蕊繁麟黙筆
　3．繊維工学科のプロフィール　　の「お七」の歌がとび1：Llす。愛嚢家で　（繊専）がきりまわしておられる。や

　　，年酬，献畷求に叡製縛縮．　　　　　や糎も薄く加たが・スポー㌘き
科醐札，綱機騨科がうぶ声を近田醐授（東工大・酬）納・7たえ蛾腕エネルギ・シぷ齢
あげた。そのため製糸学科と紡織学科月工業技術院繊維工業試験所より迎え　研究を行なっている。

の教離それぞれの朝縦い醐ホ1〔ら嫡分子糖舵脳して・・る・中小綱搬㈱醐婁込栢擁担
機械学科と綱工学科剛れた．その1タ舗中背噸脳鵬き聖イブ・いつも当掴端暇紘醐｝輪1h・テ竺

鮭国新微学卿・ならい，紡織工願駝杣ない・酬は酬とか一・プ・級との粋評・婬のむと間
学科は2輔舗を繊綱酬とあらそれもその筈である奥さんは芸畑・・まで愛して」がうまいぷと’臼鍛

ため今田、至。ている。　　ピア昧トと聞く・「ポリ巧レンテく話し合い・酬ずきである・研究財よ

　　蹴5蹴より成りた晒年5・人ず・ブタ・一ト峨形酬醐す醐究｛i・」迦工の酔らキレー嚇合に品

つの学生綬け入れている．醐継」で学位をとられた・雅もその‥改質を融蹄㈱について行・てお臓

とも8月末日に蹴鵬全納定し，マについて研究難めている・　果をあげている・最近は燗工学自勺テ

卒業論郵とりくんでいる。　　平欄艀（鰍蝉院、繊維酬一マと取りくもうと意棚なところを’

　　それでは繊維工学科を階を追って紹学実験を担当。石川教授のもとで「絹みせている。
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　関口定教務員（信大繊）小林助教授方。　　　　　　　　　　　　　　　謡を歌いおどる。手の返しなど索人ぱ

のもとで鋤醐当している・スポー　31｛皆に昇ると禰聯1座と繊維原料なれ．蛾手先が暑調，劉嬢置は＿

ツを愛し，身のこなしがよく機敏に行学講座がある。　　　　　　　　　　人で考案，設計，製作する。研究テー

動する・気さくな人柄ゆえ学生に人気　　計測学講座には沢路雅夫教授と小林るはつぎのようなものである。「蚕舖

がある。研究は「織物のキレ｛ト化に宥子さんが属している。　　　　　　の乾燥に関する研究」「製糸工程の化

よる改質」をテーマとしている。　　　　沢路教授（現理科大・工博）温和で学工学的研究」

　繊維機械第1講座にほ久閲秀彦教授実蔵な人柄，やさしくて思いやりがあ　　島田潤一教務員（信大繊）見た感じ

土屋幾雄訓帥，小林みっ子教務倒，小るけれども勉強のこととなると大変厳からは大変おとなしく，スポーツマン

1櫛子さんが属している・　　しレ・との学生評．鞭をでると大変よと｝ま思わ硫いが，スキーは噸，テ

久間秀灘授（京灯・工博）このV・パパぶりを発揮する・卿ミは‖梅1，・ニスは木学一とr日く．鵡糊微鏡酬

頃大部ll髪がふえたが・40fヒの働きざくこと・現在つぎのような研究に興味いて繊維の構造を研究し最聴すます

かり・スポーッをよくするの燭1・常に趣っておら洞。　　、　1螺をあげている。

健劇勺醐をして踊・1∫彗1：にも酬　r判糠子の物性と応刷「・－1耕助搬酬究鋤けているのカ・

に取くむので信頼が原い。研究は「紡ザ光を用いたうヒ沢測建」「紺なりの測関清美さん。大和なでしこという言薬

績双糸の物阻をあらゆるプ順から研定」「織物の風翻・と辮酬蹴とのがぴ・たりあて願る．・1吻・臨愛

究し迎論化を行なってい。）。囲碁は3　関係」「混xt植毛」など。　　　　　嫡がある。

鰍・スポ’一ツはスキー・テ・に興小縮聡ん・沢㈱1蜘もと破若柵子さん瞳忙な荻原教授嚇
燈もち行・ている・　　　験舗佐し・蹴・務を遂行している。雑務を乎殿く処理し，教授に信‖賠

　土屋講師（繊専紡）紡蹟学を］旦．．b　爽人，うるんだひとみは人を引きつけれている。大変おとなしいはにかみ屋

きさくで親しみ易いので学生に愛され　るとのd矧評。万事につけてまじめで浮世絵に出てくるような美人とは亭生

る。野口前教授岡様学内の諸般の状勢　ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　評。

に嫁鵬い・醐1糊｛1学部細岨組・鹸は繊糠料学講座である．荻原以」・簡順力‡ら綱江学科の酬究

合副委賑・魚つりが卿ミ・酬川の清澱授泊夢渕勘教授，蜘欄一鎧紹介した蹴である．糖落した
魚の居場所ならほとんど知っている。　教務員・関清美さん，若林陽子さんがような事も多々あると思いますが，ご

醐ミ評縮・とのことび［究テーマは・ll榔岨である．　　　　綱順いたい．繊に益桐秒｝の発展
「絹の酵索精練に関する研究」および　　荻原教授（蚕専糸・君博）繊維工学を念じて止まない。

「聯糸の糊轍・ついて」であり・科雄教授，酬働メー一。リテ1 C，r－一一一一一一一一・一一・・一一で
成果が期待される。　　　流原な英国型紳士。大変世話ずき，卒i　原画贈呈　i

小榊つ醐獺（信撤）鰍・巡力・らたのみこまれるととことん牽前号臓の「万酎描」酬畦

曇㌶㌫難驚繧1㌶罐翻：蕊iは・多数の希一あ…⇒
学蠕・姻搬のもと嘩験を脳がある．写鄭プ。級，酒，。バ。はiで・搬んの結果　1獺県の醜i

し・研究に当・ている・　　たし雄ない．その鋤か料理に猷1入峰さんが当選さ糠した・　i
　小林節子さん。土屋講師のもとで諸変明るく味覚が鋭い。時々教授みずか←………’＾…』”……’………㌔…”…’…’一……」

事務をこなし，研究を補佐している。　ら腕をふるいパーティを開くと聞く。

20綱拙本校に勤務する・親切で世話現在「絹の品質改劃「セリシンの挙

ずき，未だ昔日の美しさをとどめてい動に閲する研究」「絹撚糸下漬の研究」

る・　　　　　　　　「羊毛の品質改劒．物研多君を行って
なお編責工場の力こは宮原栄・香山おり，斑1三を来年に控えなカミら，今な

展重，香山博技官ヵ機械実習を担当し　お科長という多忙な職務にもかかわら

ている。宮原栄さんは紡友会のコックず，自から勢力的な研究をおこなって

長，女子顔まけの腕をふるう。野球で　いる。定年の延長を望みたい。

は綱ンターでもある・香山醒さん　白井助教授（酬：糸・農博）本群音隅

は狩，魚つりをよくし，夏は川に冬は　明治生れの最年少者。まじめで，根張

山野をかけめぐり醗百中の腕1廿と聞り強い研究態度，類な人柄故，信頼

く。香山博さんも気さくで，話好きのが厚い。酒をたしなみ，酔うほどに民

さ　さ　や

味で有名な　さ　さ　や

皆さんのためのささや

上田市大門田∫

TEL⑨0128
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　迎は多く爽昧で，渦1，ご’一ルぱ：肪す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・；1欝暴s蕊樵蕊1’くりぽP

＿巖襯＿一懸撃．撒撒㍉麟二欄1　ll㍑：jL鷲
，順家」で木部より・…搬生・’：・㌻ぺ∵㌍（輪㌻鷺・σ・角晒・・卵・・名渕細4・・

‡，己蒜⊆出された．｛　　噂］il㌻　 ㌶（i㌫㌫1厄・二川・昭
　　支会長森力男（糸27）副支会長細1王一㌃醐戸　々ご　　胴1年¢・熱∬刷川の際，次lr物網川、

　　増郎（糸30）〃平坂忠雄（学蚕2）　11∫）で本部より北条針JE先生の1；ill；席な小松君，僧州で行う事が決ほされ編

　　幹事長岩佐隆次（糸29）幹事目崎正得て開催致しました。梅lil惚《¢汀ぐで出　とこるが小松君からその時川ピなソレC

　’夫（蚕28）蜜賀明義（学蚕4）〃疋席の良否が懸念されましたが，‖－1職奥〕もさ・ol：rり71；沙汰がなレ・・何かの序に

　　田滋（学糸9）蔀務局若山行JE（学正E跣生，前会長石扱庇治郎氏↓ゾド飯開いて見ようかと労えていた1二’宮本］．1

・〕化11）　　　　　　　　　　島貞雄，宮測｜ll1，北沢芳枇イ慣隆…央人か酬情い督｛胞培：信に接した・そ

蕊曇｝支鰺螢蒜；・・繋璽ll；鷲謬㌶lll寳蕊i麟

　　　　　　　　　　　　　　　　　を説明されました。続いて宴会にうつ延朋し今1日は宮本］穿が幹事で京京イil’近

　　　第6回京滋千曲会総会報告　　　りましたが，紹介者化5樋川1召氏α寧でや翻1：になった。始め5月初句のう・

　　7月6日，専売公社みぶ川寮（京都公売社茨木工場製造部長）のせいか料定であったが小松君が御柱名ミで5力連

特言午・実用i新案・意匠・商標

　　出願・詫斥訟・‘監定

浜特許事務所
東京都港区新橋1の15の4

堤第一ピル4階東京（591）0764・0765

弁理士　浜　　　香　　三
弁護士　中　　猪　之　助
‡蛤量褒島谷鋼治嚢　一

海外に飛躍する

詑野建設株式金祉

聯縦社長北　野　次　登

長野市県町524‘竜代（2）1201
東京都中央区銀座1の5北野ビル　電大代（562）2331

大阪市北区堂島浜通り1の25新大阪ピル電代（344）2366

松本・商田・ジャカルタ
〔＿．．＿＿＿＿　　　＿＿　　　＿＿．＿＿＿．＿＿」
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休の頃まで手が離せないとの事なので　め計画にはなかったが，朝寄せ書を書れ健斗を祈念しつつ解散した。

5月中旬にやる事とした。そして宮本こうとしてそれより近くへ行くので訪出席者

君のお骨折で5月15，16両日実施と決問しようではないかと急に思いついた　（機1回）青木邦煕，石橋武，伊藤克

定した訳である。　　　　　　　　　ものである。先生の家は婦人会の会合　　　章，鎮八郎，西田直温，納田利行

　僕は15日8時6分上田発急行第一信で入れず隣りのご子息の家で先生にお　　　吉永健一（大学院1回）

琳号に老妻と共に乗車し赤羽，池袋，　会いした。先生は思ったよりお元気で　（機2回）青木勉，宇鷹修一，竹内健

新宿と乗換え小田急特急12時30分発に　意を強くした次第である。ご夫人にも　　　宮島英敏，山田茂雄

乗り湯本着1時50分，橋を渡って少し一寸会い6月2日にご夫婦とご子息が　（歳3回）浦重雄，岸田正孝，熊木昭

歩いてセイコー箱根荘に至る。これは　上田へ行かれる事を聞いた。浜君は事　　　高島泰行，高橋信誠，塚田進，伴

宮本君のご子息が精工舎に勤務して居務所からの電話で聞もなく帰った。そ　　藤勲

られる関係でご配慮を得たもので，鉄の後暫く話した後辞し富士見台駅から　（機4回）池田明文，種谷剛，水本博

筋コンクリートの立派な宿舎で旅館街乗車，池袋へ出て一同と別れ国電で上　　　晴，森豪，藪明

から離れた閑静な見晴しのよい場所に野へ出て夕食をとり上野発18時50分の　（学校側）村上借，青沼茂，小林俊一

建てられている。集合時間の3時より　急行第4信州に乗り上田着10時13分で　（大学院生）井上統允，藤井直

大分早いので真先かと思ったら案に相帰宅した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（井上，藤井）

違し小松君が到着していて驚いた。会　　この記事は幹事である宮本君に書い

合の帰途来られたとの事である。3時て貰う積りであったが又おだてられて

カッキリに宮本君夫婦，それから少し　僕が書く事になったので同じような書

遅れて浜君来る。6時から懇親会開催　き方になり興味を削いだ上に加えて価

酒はあまり廻らず，碓氷君の思い出話値を少なくしたのは8月発行予定の千

からお互いの若かかりし頃の話に花が曲会報が中止され10月発行になった事

咲いた。人間も昔話を喜ぶようになっ　である。其処へ小松君と約束した秋に

ては駄目であるとつくづく思った。碓信州でやる同級会も流れたようでニュ’

禰の死に醐され，もうあま帳生一スに働ありと、、う事｝。な卿訳な糸3旧（S18）22年目の集い

きも出来ないから同級会を1年に2回いと思っている。　　　　　　　　　去る8月24日（土）夜，懐しの別所

ξ㌶㌶慧驚繁灘械辮業生φつどい欝覧㌶2r膓㌶鷺
人は大分快方に向っており秋の同級会　　かねがね繊維機械学科卒業生のつど計30名。……25年の才月は一宵，いや

には出席出来るかも知れないと聞き非いをもちたいという声がかかつていた一瞬にして旧に復する（第1回は22年

常に嬉しく思った。小松君から老後の　がf巾々実現の運びにいたらなかつたの　3月上山田温泉）。戦中戦後の烈しい

思い出に夫婦同伴で世界一周旅行をし　で，去る5月25日丁度日本繊維機械学　風雪に耐えぬいた苦労のキザシはお互

ようではないかとの提案があり貧乏人　会の発表会のあと大阪駅前富国生命ビ　の心にはあろうが面には出ていない。

の僕はびっくり仰天し，ハワイか，香ル屋上のビヤーガーデンで第1回のパ頭髪も多く黒い。あの秋別れしは咋日

港か，沖縄位で我慢しようではないか　一ティーを開催した。当日の出席者は　の如くに思え，又散会する時も三々五

と折衷案を出した。　　　　　　　　下記の通りで総員29名。急な催しにも　々，明日叉教室で会えるかの如くであ

　翌16日はg時朝食，野口氏，欠席の　かかわらず大阪近郊に在住する卒業生　った。

小松，浜両夫人に寄せ書を書き，それの殆んど全員の参会をえて盛会そのも　　……とにかく静かだったのは荻原先

から記念撮影，付近の早雲寺に詣で見のであった。機械科は歴史が新しいだ生の挨拶中と故人8名の黙とうの時位

事な庭園に感心し宿を出て湯本発9時　けに参会者の大部分が20才代，若さの　のもの，13の幹事代表挨拶に始り前記

45分の急行電車で新宿へ行き国電で高みなぎった新鮮なふん囲気のなかで，　のことに次いで相野田御大のリーダー

田馬場へ出て西武電車により東伏見下それぞれ意欲的な仕事の話題などが交　による乾盃，オバーの司会による各人

車，あやふやな僕の案内で碓氷君宅へ換され，ついには商談までとび出すと　のユーモラスな近況報告，欠席者の便

行き未亡人に会い霊前へ焼香をする。　いった面もみられ，実に有意義な会で　り，特にツ瀬の長い手紙を朗（漫）読

間もなく辞しバスで西武電車石神井駅　あった。散会にあたり互いに名残りを　すれば涙と笑の交錯，校歌，寮歌の高

へ行き昼食，ハイヤーで富士見台へ出惜しみ，ついには帰校する先生を大阪吟。酒も料理もキレイドコロも全く眼

て石倉先生を訪問する。この行動は始駅プラットホームで胴上げしてそれぞ　中になし，談らん叉談らんと夜半午前
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2鷲慮≦嘩の＿惣｛喋漂二≧；㌶　山梨支会だよ・
せ靱感慨深く，製糸講物，金苗虫，もあり，配紹介に続いて言己念願｝・このところ当支会の絵は石和i盈泉

公務員，教師，医師ぽ園，石油，自おさまり・上田献を偲んで牲気分でD雌することが恒例のよう1こな・て

動車，大学，出版等々，欠席者には米　にかえって賑かな3時間を楽しんだ。　本年もさる5月25［1の午後同所におい

屋，自齢，ビル管理等擁多様，工今後醜年・回以上総会剛催し雛て開催された・石和温泉は野天鵬て

リートシルクマンの姿は少なし．しかをi秘ることを申し合せ5時すぎ散会1型刊誌の話題とな・たこともあ醐興

しながら質剛腱細魂は年と共に倍した．　　　（林臓雄記）温卿で・信耐…は街のはずれ笛1吹川

欝㌶罐隠二1神奈・ll支会総会記霊霊翼叢鷲篭
逐次解散。　　　　　　　　　　　　　恒例の本支会総会は古都鎌倉で4月　歌となる。

当日の出席者，荻原先生湘野田，2・F・開催された・会場は由上ヒ噸に｝丘そして鵡破会長の即吟になる1莫

小畑熊谷，小松誌摩，ヰ£‘（利）く・景勝の地にある近f腱築の舘荘詩が蹴され昧保田ミニ夫（蚕23）

奈良，離，三村，ヨ甫（大橋）和田であ・た・午後50瀬姥若3・鍬の袈臣のパ・パで締めくくられるのが111

中沢（32回，鯵，劉）．〔家族剛・〕頷繰り，繍・入り・経i剛告・会例の一スであるが・今回は宮腱（

岡田，細，布施，真柄。〔轄〕林言卜賠，役躍出・その他名縫行の蚕32）天囎臣（fヒ6）降鰐夫（学

曾汕本（競同伴）次臓事は，小fl・・岨胴事裁の件などが欄さ蚕・）翻蹄会員があ・たため・当

松，細．又会おう諸兄お元気で〃れた．本部からは関・北条両理事が出支会としては久しぶりに自己紹介がそ丁

　　　　　　　　　　　　（OB記）　席して，本部並びに母校の近況などに　なわれるという嬉しい異例もあった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　ついて報出し　特に蚕糸教育改金に関　しかし久保田先輩の急な上京からパヅ

S　　　’　　　　　　　する問題について詞議された。また北パのなかったのは残念であった。

条理事は最近の高分子化学におけるキ　　会は最後に幹事に対するハッパ（パ

レート反応について，スライドを用いッパにあらず）となり，年1回は物足

て説明され有意義な一夜を過すことが　りないからと秋に再開を決議し，会の

できた。この会合で，常にただよって　万才を三唱して終る。ここに・前記以

会員皆様の団結と母校愛によるもので　　更級乙男（化4）志村芳男（同）島

　　熊本支会だより　　　あり，心から感謝印上げる次第です。　田昭郎（農2）川久保印人（蚕36）堀

永らく延引。て，、りま。た本熊本支　　　　（関記）岳≡37）宮沢難（蚕38）三沢保

本支会も相当会員の移動があり，総〉　　　　　　・　　　　　　　　　　　　同窓の意気本会に通せむ
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一ご　　　i　　　　　　　　　間より出迎えのマイクロバスなどに分長野より小穴（西沢書店）松本より大

．㌦ス，．パ＿ば．バい　れζ　・妃のロマンステニスコートなど車窓に　め各自の挨拶をかねて自己紹介は卒業
　ヱ
縦蚕”が盛　　　　　　　　眺め避暑客で賑う申軽井沢を経て別荘以来21年間の経歴，自慢話に苦心談，

今日は吾が山梨支会の楽しい総会でいの点在する林間をぬけ，やがて西部劇失敗談にでっかい抱負など，はては家

つもの如く会員一同万障一狐喜々としのロケが行われるという広漠な六里ケ族のことにまで及び，ビールびんの林

て（子供の如く）集った。会ったトタン原をつっ走り，奇岩起伏する鬼押出し立とともにのど自慢や珍芸の続出，学

から終始壮語漫談・元気一杯存分語りへと到着・何んとも清澄雄大な眺めで生時代にかえって夜の更けるのも忘れ

合って欣快これに過ぎるものなしの状はある。にわか雨におびやかされなが愉快であった。信濃の国や校歌を合唱

態である。而も話は何れも学生時代に　ら散歩一巡・続いて上信越国立公園の　してとこについたのは深更12時を過ぎ

戻って想いは浅間の噴煙や千曲川の清名勝地滝の白糸をたずねる。うっそう　ていたであろう。

流郷上田の空に走って母校の発展を祈たる林にかこまれた山の中腹からいく　　翌くれば8月4日2台の乗用車に分

ると云うわけ。此の旺盛なる意気と気すじもの白糸の如く湧き出る滝水のな乗して浅間高原は北軽井沢ほととぎす

持は本会迄も自然に通ずるであろう。　んと冷たいことか・暫くたたずめば夏晴く林間をすぎ国際観光避暑地をあと　　　’

　初夏漫吟（鶴田作）　　　　　　　債寒く冷蔵庫に入った様，やがて昔な　にして草津温泉，快晴の浅問山麓を一

　　深緑眼に染む果実の郷　　　　　　がらの奥深い別荘の続く旧軽井沢の通巡，万座温泉，標高2162Mの白根山に　　　一

　　遙かに吟声を聞く・初夏の蝉　　　り・街には外人避暑客の買物姿も多く　到着徒歩15分にて頂上に登り白青色の

　　雲外の霊峯我を招くが如く　　　　さすが国際都市の感がする。宿に帰っ　水をたたえた火口湖を眺める。遠く悶

　　鵜飼の清流浪々として走る　　　たのはここ特有のモヤがたちこめて夕東関西よリバスを連ねあるいはマイカ

　深緑に包まれた果実郷を夕方散歩し　やみがせまる頃・ホテルの周囲は全く　一で涼を求めてやって来た人たちでこ

てると・何処からともなく遙かに吟声未開の原野で静寂そのもの，都会の雑　ったがえしていた。清遊ののち志賀高

朗々と伝ってくる・ほんとうに初夏の踏やスモッグから逃れ・毎日の繁雑な原→渋→湯田中温泉と国立公園上信越

情景気分が味える・のみならず空高く仕事を忘れて・空気のうまい静かな別高原のスカイラインを快適にドライブ

仰げば富士山が雲上に餐えて何となく　天地で懐旧談にふけるのもオツなもの　「4年後の再会を期して長野駅前に散

我を迎えて招いてくれる様な心地がすである。窓下の草むらにすだく虫の音会したのはP．IM　4時頃であった。

る・而もまた鵜飼川の流れが眼の前に　も一足早くしのびよる高原の秋の訪れ　　紡織専修科・昭和21年2月文部省の

遠く光って映り・借景相呼応してほん　を告げている様であった。一浴の後コ　特令によって終戦と同時に陸海軍学校

とうに楽しい。　　　　　　　　　　ンパに入る。「友あり遠方より……」遠関係より復員した若者を平和産業であ

　　　　4年ご・のクラス会二㌶；。蕊㌫弩㌶ξ㌶欝麗籠慧：㌶

　「オリンピックの年には忘れずみん里先生（奈良女子大）同小林先生（母門学校には蚕糸コースと紡織コースが

な集ろう」の申し合せにしたがって今校）を始め・大阪より小泉（鐘紡）直おかれ，1クラスは各25名であったが

回は信州でやるなら夏もよかろう／8　江津より石田（日本ステンレス工材）　四国，九州より関東まで全国から集っ

鶏工肱ど校内を巡してホテル浅　　’　縫　㍗　　　　（みさいつ）
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c～ハハ・～・）・・〃v∨）・｝…～…’｝｝∨・・⌒・～～～～’ヨ・Aハ・’～ハ・内’パLハ’｛ハ⌒’”““ハハノ U
（　　　　　第29回社団法人千曲会総会開催のお知らせ　　　　　　1
ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ

i本：纒灘繋三㌘㌶㌶《三1≧瓢㌶當樂i籔：㍑慮蒜］代ミ
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ

～議即獅棚会員も鋤ご出店飛るよう繍ちいたします・　　　　　　　　l
l轡麟、鋼幽』、蹴ついて，、幽変班＿幽・，綱脚，算・つい・1

）　㈲昭秘4鞭歳入歳［將多｛・：について　　㈲鋤会貝酬痕挙について
し

｝　　㈲会員の表彰について　　　　　⑥役套ゆ改選について
、

（　　　（7）その他
ロ

《　報告事項
コ

i擁難∵瓢告　ll灘　　繍　　　i

｝その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～
｛　（唖緻育の・蹴つい・懇談　…支鋤・嚥・の1峻M惜・・嚇告　1

（　　　　　　　　　　　社1肱人刊1班1・搬　小　林週鍵　～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
～’、】，南、x’s、〃、》F、】’声㌔ハ、ノ、》戸㌔’【、・’r、】A、〆㌔’【、・’「、ぱハ㍉〆へ㌔〆へが’、》’、、’戸㌔’ρ、．’＾、♂ハ∨晒》戸、已’ヘノ、、〆⌒、〆ぺ・’丙、Mハh㎡＾㌔μ、領’針＼戸｝A㎏：

ている8」のは30％交伺還元しているが　　。自動条払機｛こよる．iノ技術休ノil郁：

会n個人が頂接オこ会に納入する途｛Wこ　　　きン1試験　　　　　　　　　右ll崎泰泣

対しても10％を支会に交付還焚；するよ　　o上1］1市内ζ鉄肋下ノkの浄fヒ；1関す

うに総〉ごにはかジ，。　　　　　　　　　　　　る裂i礎的ならじ欺：曳川化に幌1す万

　　　　理事会開催　　⑥罧縮の麟に・、・いて1測胎　研究　　　1砕満杖
　5月18日理事会開催小林醐浪，あり活発繍見が発衣されプこ・　　・フ1刷紬独・1｜ヒ細’丁珊据

母袋，田口両副理事長ならびに理∬20　　　　　　・　　　　　　　　　　　1〔ll究　　　　　　　　小ilil　il

細席。た。　　　　上田幽学獺会蜘会開催　・酬・・戦・・　蹴媚1臓・・
協議纐は　　　　　　　5月30川回］陰理事会鍋催した・　イ・1ツおよひ高分引・解質に附
①定款の一部変更について一28回糸日出席都瞼田測乍理脹・蜘細三巳　　る了り院　　　　窪刷に

鱈灘した定搬輸項について附田口亮平・山唯次郎・閲1鉄・小林又梶・・臓湖川催f惣こつい←山・

滞決議にもとずく条項内容について協爾一，隅田隆太郎，小山長雄，付上∬1116月1日から繊維～；袖1；で開催のll本3ヒ

識した。なお主務官庁の認可は5月rl・竹内善甑の翻部で・　　　態学ゴミの縦粒こ・研鰯じ去に・叉7月

にある見込。　　　　　　　　　　　　協議事項は（訓口和424F度職入歳出決10目開催の化学工三iξ協会京海支甜1第2

　②昭和42年度収支決‡；：については事算について，（2）昭和43年度木会・］業に　回研究交流ぜミナールにそれぞれ予算

諜費の予算の流用について審議した。　ついて・㈲監事の補充について審議し内において補助することに決臼三したc

①火炎復興資金についてはその使途プこ。　　　　　　　　（蹴事別腕については繊維部柄脹
に対する経過報告があり学部の使途が　　（2）の本会三］業の研究助成は研究助成’、．源大1r三治三ll務官を監事；こ決定した。

き；㌶㌶鷲瓢㌘㌶募：蕊麟㌶麗蘇教糎・・つ一梛
：会に発行出来るようにB5判横書中質茄果報告があり，これを承認した。　　　8月17日懇談会は現1｛｛1ぷ糸業の第1

上紙使用し卒業年次別を主に支会別名　　研究助成をすることに決定した研究線に活躍している山崎寿，池1：［1俊1㍑

簿を附録すること。広告については支課題と研究員は次の6名であった。　　題沢脇弓三治川：出平（欠席）西村川り」

会の協力斡旋により募集する。現在45　　。耐熱性商分子に関する研究　　　　市川f言r土屋拓大（久席）沓ln久雄

件広告注文がある。8月中に原稿を作　　　　　　　　　　　　　漆戸邦夫蒲生卓磨，ヲi琶木喬，岩下嘉光，坂口文

成しめどをつける。　　　　　　　　　　。合成蛋1ヨ質の熱変性の研究　　　　吾，島ll奇昭典（欠席）近18“成敏の各氏

　⑤支会交付金にっいては支会が扱っ　　　　　　　　　　　　　山本浩之　の参会を得て本会役員も交えて，この
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　　　　　　　　　千曲会員名簿発行頒布について

　さきに予告しました会員名簿はいよいよ11月1日印刷を完了し11月20P発行山来ることになり宜した。　B　5版

（25・8娠18・5⑳400頁1継で蹴酪莱1　｜別燐1引付と段会別鮒録し嚇を正確｝・し欲第です。

この細は繍蹴ヒ代親・砿酬・並びに獅会言1・からの綱蜘で発行す膓5こと駄り瀬布鵬は、
部500「q（送料を含む）に決定いたしました。

さきに枝会から予約順音‖猶とりまとめていただき発遡・・徽し鞠ります．まだ1・1・〕△み職い加麟

用紙を利用して午曲会木祁にホ申込み下さい。

酩鱗行の蛾酬源と勧ましデ・酷繊郷び聡n卿馴網に枝会の燃崎畑ご伽聡
力をいただき詑したことを附記して原く御礼中し上げ｝…す。

　　・　　　昭和43年11月1rl　　　’　　　　　　社団法人千曲会動静部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会日フフ簿発’行凌魚圭乏　松　　　沢　　　秀　　　二二

　°1題について・リートーキング賄・｝加1・1嚇雛・靴て肱榔1本2丁8〕杣畝7歩，禰洲　］は1研，64

㌶㌶騰獣；繋嘗獺槻送ぬ　鑑驚嚢《鷲…松
の問題につい喧舩を作っ・醐1寸す　　理事会開1崔　　　　　　　r
ることに漣した・　　　　棚1蹴1賑酬催した刷〃蹴　　醐鋼完納者
　　蚕緻轍翻糠鹸酬　小蹴裏随田剛卿渠…および螂鍋通卿醗系内し捻訓内規に
　　　　　　　　　　　　　　　　　17名で9月7「b10月2nP・lf崔の常務よって以降会蹴・免除となるが，今度

9月7畷賑を　ll阻たこの瓢理験の嚥・」・鰯；29回総に搬次の22鋤方｝・4・醗納された．鉾

鍛蹴竹内翻・香山清不・噛沢伝する本糠につ・・て・㈱し棚会繍桧疏球のためご協加ただいた

酬醐荒禰和鵬磯忠右告婁・よ喘繍告醐の次に百喬糠ことを感謝いたし財。

工門・田眺唖蹄酬～丸小を棚繍す・・と・決定・た・　撚榔蚕・（・・梁P霧
鞘一北条竺・の紙で4・」・k運瓢…召和42年麟入軸決知・つ…　萌惣鮪寮、（。、蹄岡
事長お」：び一ヒ・興蹄碩剣…の・端変更によ・〈3・F度歳入棚斉劇搬蚕、（。，）埼玉

醐について検・寸した・　　r蜘・つい・　　　　杣騨蚕、（。，ば筑
　　本髄人氏（蚕1）の蜘　3竺幽度拒歳出櫛について　鍋匡瑛蚕・伽1）三重

㌶欝；≧難綱51K・3°分緬・・と・決舳石・…1・洲竺・（・・）鮪

　　　　　　　（宮厄会三喬）　菅平部縮理実施　螺當㍍認鷲

　　母継右工門副購長（蚕23）　9月16曙平部梛｝こ鰍および境献友弥糸・・（T13胤奈川

　　ブラジル糠　　　　界柱施行のため餅要範理事・学部か醐長市糸・6（S4煉京

長野県議会M酬氏は・・㌶舗、麟㌶三‡㌶賠lillぽ
：墓㌶齢＝麟塁募麗麟‡毅已罐ロ㌶1蕊
は11月4日の稚である・嫡一ヒ田駅て昭和15年・2月造林・たもので，面積美済翻正紡馴S22）．　‘
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日精の射出成形機は

あらゆる産業で活躍しています

難’ i1轟’．叢欝F

射出成形機の総合メーカー

　　　　　　　芦爾藷糊認業糠茜舎救

村ヒ・ユ甥　長野リll扱城町TEL上川◎5567
営光所　東京・大阪・名古原｛・足利・広島・富1」1

信大教科書

酷科轄／

　　　　　工学書協会特約店

　　　　　株式会祉爾沢書店
　　　　　上田原町TEL⑨0024

一鐵止一

隆藤購皆様の髄店
、二1繊撒・

　　甦⑩≡

上田・中央⑧悟τ鰯拳

［＿＿＿＿＿＿＿，，＿．．一＿一＿一．．＿＿．＿＿＿＿＿一．1．＿．，＿＿一＿，

基礎研究に，品質管理に…

薪しい光沢度測定器、

三次元変角光度計

顕微光沢計

難城南製作所
上田市蒼久保　（5）0340（代）

i　　編　集　後　記
　会報は8月に111」｜だすう二定でしたが，19頁掲載の」こう

に，名簿の発1鋼澗および郵f酬号調査などのため1こ，

つい欠刊いたしました。どうぞご海容たまわりますよう

お願いいたします。学校は新しい出発のため，郁日のよ

うに討議がくりかえされ，忙しい日がっついています。

11月の勤労感i」脚日に｝‡剛三のように総劔澗力・れます

が，皆さん多数がごμ蹄くだされ，学内外の交流を深め

られますよう祈ってやみません。

　次回は1月に発刊の予定でづ『。ご投稿をお1糎ルてい

ます。

、編集委員小山長雄，篠原　昭，小林　勝
　滝沢達夫，小笠原真次，平林　潔，ll－1沢　賢

　西沢1ト，白井要範


